



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔二 重 書、 不　読〕
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く、能く通ス、　　◯晩餐ハ茶
□
飯
□
、鯛ノ味噌漬、三ツ輪漬等なり、食了就寝、
十一月廿九日『水』晴、霧深し、早起、灌腸、其後至湯殿洗顔、灌水、灌腸、通利あ
り、其後就座、麵包一切、乳
〔ママ〕
合弐合、其後裏便所に行き通利あり、◯其後午前表便
所に行き小水通利、舛子此を扶く、午餐ハいわし、三輪漬等なり、白飯三椀、大工
ハ午前に雨戸袋を修し了り、植木屋も来ル、主人、大光、子宝等なり、珊樹ノ樹に
冬範するのミ、◯本日は雨もせす照りもせす、薄日当る、鍛冶屋も来たり、◯紳六
郎より書状端書届く、英国プリマウス港軍艦吉野とあり、来中旬には日本へ向け発
艦有れハ、十一月中旬なるへし、十月廿五日ノ手帋也、明日ハ勃平ノ事ニ付出京ノ
積なれハ、此書状を持参して示すへしといふ、二時後入浴潮水、三時後出浴、
十一月三十日『木』雨、日の出甚悪しく遂に雨となる、遠雷に雨降る、早起、湯殿に
至り洗顔、灌水、復座、麵包一切レ、牛乳弐合、其後表便所へ行く、小水能く通ス、
其後湿電一回、菊主管ス此を、□部位亦□個所も同し、本日午後一時廿四分分
〔衍〕
ノ滊
車にて、其醴酒二杯を呑む、
十二月一日『金』本
〔ママ〕
日大磯二番滊車にて出京､ 途中令嬢、老人各一人、車中不喧､ 横
浜より他客数人あり、本日午後勃平来ル、きよ子、佐野氏へ進物の帯を持参す、
十二
其
月
翌
二
三
日
日
『
『
土
日
』
』
、晴、本日は勃平婚姻之事にて騒 し、本日早朝舛子、渡辺
二日ノ事
驥君を
訪ふ、好は午後来る筈ナリ、長平は勃平の家を探しに行く､ 家未た見当らす、午前
好来ル、此度勃平家を持ツニ付、月 五拾円宛六百円、関係証書借用、其他入費は
未定の分は記さす、山本未帰と報ス、早朝佐野お繁さん、絜君と来り、上領氏の令
嬢結納を為ス、受令
〔領〕
証書あり、本日ノ話にて婚□　愈十六日と定む、
十二月四日『月』晴、朝洗顔、只払拭のミ、降て麵包、牛乳弐合を用ゆ、此牛乳忽ち
下利を催したりと見ゆ、二階に昇る、□□□□□、午餐ハ豚
豚
猪肉の肩、白粳
糯
米の飯、
其後表便便
〔所〕
、小水ニ行く、其後舛子、きよ子、買物に行く､ 芝観
〔勧〕
工場よ
ま
りて、○其
留守におすな殿の証書来り、受取を書て遣る、此夜好、周五郎を連れて来る、所謂
金子も渡し了す、晩餐ハ豚肉ナリ、
十二月五日『火』晴、早朝小水能く通利ス、其後縁先洗顔、□□す、其後降楼、就食、
只牛乳少許、麵包一切､ 了て昇楼、就寝、午餐ハ豚肉の□煮、白飯三椀、寿丸より
十二月一日発書状届、親類皆無事ノ由、十月九日夜中両度雪降り、両度とも平和な
りと、当地抔より降雪早 を知るへし、午後十一時後より麻布市兵衛町二丁目廿七
番地至り、夜に至り帰る、○其後舛子、猶買物に出て、通りに至り、帰て入浴す、
夜十時後なり、 △中途
十二月六日『水』晴、早起、湯殿に至り灌腸、其後洗顔、灌水、其後茶ノ間にて麵包
一切、其後表便所へ行く、小水通利あり、了て昇楼、其前勃平へ遣はす幅類を見る、
◯本日また舛子麻布へ行く、◯本日朝山本、皇子御命名式拝賀、病気不得仕之届書
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を宮内大臣宛にて差出ス、◯本日昨夜ぽち逃亡ス、◯本日十一時後、梅を呼んて小
水に行く、其前保
女
辞して母の墓参に行く、◯其後十二時山本、宮内省請取を持帰る、
◯本日南風頗る烈し、午餐ハ鯉黒漿、其後梅に誘れて表便所へ行く、小水通利あり、
◯本日は舛子は帰らざる由なり、◯午前に上領君より佐野へ媒妁人之事協議無く定
めたるは如何といふ事を掛合たる由にて、佐野お繁さん態 来れりとなり、◯きよ
子は勃平への祝之為、越後屋へ至れりと、◯其後ぽち自然に帰り来れりと、余、不
自由の脚にて椽側まて出て見たれと見へす、後三時過舛子帰宅、其より佐野氏のこ
とを話ス、
十二月七日『木』晴、本日舛子、七時滊車にて豊住へ行く、大船直行の事を□り横須
賀に行くなり、上領立腹ノ事に就てなり、早起、湯殿ニ至り洗顔、灌水、返て茶ノ
間にて麵包一切、砂糖茶一枚
〔杯〕
、其後上楼、裏便所にて小水通利あり、本日赤
新市村
坂座へ
行く、九時半よりなり、九時前安帰宅、其前独手水に行く、元、来て之を扶く、
十二月八日『金』晴、早起、灌腸、通利少し、其後湯殿へ至り洗顔、灌水、返て茶の
間にて袷一枚を重襲し、麵包一枚、牛乳壱合本日より復旧す 、上楼後裏便所へ行く、小水通
利あり、其後舛子は佐野氏へ逢対して、婚姻当日の掛合を為し、きよ子ハ証書六百
円を差出し、勃平の婚姻預金となしたり、灌腸器は別にいわし屋へ誂へる事となし
たり、髪剃刀ハ安に命して買はしむ、夕方新規灌腸来ル、時雄此請取る、午後三時
お八重さん、瀬脇令夫人と来訪、二人へ餅菓子を供ス、勃平来ル、晩餐鴨ノ芹焼ナ
リ、
十二月九日『土』晴、早、新規濫
〔灌〕
腸器にて濫
〔灌〕
腸、其後湯に行き洗顔、灌水、返て茶
の
〔間〕
於て麵包一切、牛乳一合、早朝舛子、三田豊住へ挨拶に行く、了て表便所へ行く、
本日二時二十分より帰磯を決ス、大磯へハ四時半、五時前着ス、帰宅後松本氏ノ赤
飯を食し、直に入浴潮水なり、其後就寝、
十二月十日『日』本日風気に付洗顔、灌水を止めたり、朝裏便所に小便一次、昨夜、
暁、本日とも多次、本日朝食後一次、試電後に行、其後一次行く、紳六郎より先月
十九日之答書あり、十月三十一日発なり、永見裕君より書状来る、お静の文なり、
故是す、○午餐後午睡に就く、凡一時、再ひ寝に就く、中間小水一次ナリ、其後晩
餐に従事ス、赤飯ノ沸し、ほらの味噌汁等なり、此時既にいか釣□船の
〔ママ〕
は盛なり、
十二月十一日『月』早起、灌腸、通利あり、其後安に扶けられて湯殿に至り洗顔、灌
水、其後就座、麵包一切、牛乳壱合、弐合あれと呑ます、其後裏便所へ行き小水通
利あり、◯起時日光を拝す、鋸山に向て左方の処に起
□
れり、先時よりハ余程南に在
りて、殆と一間半位南せりと、◯其後菊湿電を装して此を掛く、部位等尋常の如し、
利薄し、◯其後裏便所へ行く、安此を扶く、◯其後為吉海水を酌みに行く、○◯三
時半に入浴潮湯より上りたり、鼻洟頓に止みたり、猶床に就て養生せんと欲ス、晩
餐ハ鰻鯉、松
招
仙閣松茸料理もあり、満腹ナリ、
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十二月十二日『火』晴、朝起、日出を拝したる後、湯殿に至り洗顔、灌水、其後就座、
麵包一切、牛乳一合、了て表便所へ行く、安扶之、小水通利あり、其後裏便所へ行
く、小水通利あり、　　　　其後湿電一回、旧薬にして利薄し、新薬故にて利替て
利能し、午餐ハ赤飯に比目魚のフライ、□菜等ナリ、午餐後午睡一時門
〔間〕
、其内舛子
逍遥に出つ、帰宅後裏便所に行き小水通利あり、○本日午後より南風烈し、諸人ハ
之を西風と謂ふ、房州ノ加納山能く見ゆ、◯晩餐ハ赤飯三杯、比目魚ノフライ等ナ
リ、本日午後南風ニ而海上白波多く起つ、晩に及んて風□□□なり、
十二月十三日『水』晴、早起、灌腸、其後湯殿に至り洗顔、灌水、其後復座、麵包一
切、牛乳壱合、其後裏便所へ行く、小水通利あり、本日呼按摩未至、其後按摩療治
に掛る、九時前より十
十一
時前まて、代拾銭ナリ、◯角半兵衛より勃平へ甘鯛弐
三
枚、
○百足屋より勃平へ大甘鯛三枚、醴酒弐合分、　　○入浴潮水四時位□□□、○晩
餐ハ　　赤飯、若松屋の餅一ツ等ナリ、其より裏便所小水、明日ハ二番滊車にて東
京行と極む、
十二月十四日『木』本日国府津第二滊車にて東京発行、車中無異事、横浜より小児を
連れたる夫婦あり、東京に近ふして余の病体を見、中症なりやと問ひ、舛子此に答
て左なりと答たる、別ニ異事無し、舛子ハ帰着午餐の後、勃平の所へ角屋の娘を送
り、帰路に瀬脇へ立寄り診察を受る積りにて出去れに、余楼上に昇り、井関美徳ノ
書状を幷ニ豊住好の舛子へ答書を見たり、◯本日十六日婚姻式ヘハ池上重兵衛娘篤
を雇ふ事にて速に幸答を得たり、是一吉事なり、其後幸に安内に在り扶けられて小
用に行き通利あり、時雄来りて十三日より休会となるを報して、此時舛子ハ既に帰
宅せりといふ、◯舛子ハ診察を受けたる処胸膜炎の由ナリ、体したる事に非らさる
可しと思ふ、
十二月十五日『金』晴、南風烈し、朝起、茶ノ間に降り、牛乳壱合、麵包一切、其後
昇楼、猶午睡、暫にして下利を覚ふ、特に儀我保太郎君来訪を辱うし、時ならさる
を知れとも、無遽灌腸を用ひ通利沢山あり、乃ち茶の間へ降り儀我氏の賜朝鮮飴を
食し、併甘鯛にて午餐を喫したり、其後勃平来る、明日之事を約して去ル、所謂儀
我の賜ものなる朝鮮飴を食ひ尽す、
十二月十六日『土』晴、天気温和なり、早起、二階を遶り、玄関階子より湯殿に至り
洗顔、灌水、其後茶の間にて復座し、麵包一切、牛乳壱合、了昇楼、時雄に年表の
事を嘱せんと欲したれと、既出校後なり、◯春子、朝手伝に来り、松魚節一袋を祝
に持参、其後舛子来り衣替、襲衣なり、を為さしめたり、◯本日上領氏の婦入家に
就て諸人多忙なり、◯◯九時頃より、舛子は上領荷物受取収納之為、勃平麻布市兵
衛町宅へ行く、午後一時過帰宅、時に佐野君既に来り在り、◯時雄、新撰年表を求
め来る、◯福羽免
〔逸〕
人君より其女子□□を賀し其礼に来れり、
　『此夕頗ル酒醴に依り精神錯乱せる件、小水の件あり、』
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十二月十七日『日』晴、朝十時後湯殿に至り洗顔、灌水、其後直に午餐に楼ス、其後
夕方淡水入浴、本日朝佐　木愼思
〔郎〕
来り、甘鯛拾枚位干物にて贈れり、晩餐ハ勃平来
ル、夫婦ニ而、カレイを食す、其後昇楼、就床、二十日里帰之由ナリ、勃平縁組届
を愈□出ス事ニ決ス、
十二月十八日『月』晴、朝早朝起立、先つ灌腸を行ひ通利あり、其後湯殿に至り洗顔、
灌水、其後茶之間ニ着座、麵包一切、牛乳一合、其後上楼、其後裏便所へ行く、小
水通利あり、此時佐野のおしけさん来る、了て舛子、きよ子両人買物に行く、◯お
□
し
□
け
さん来りて買物に行く、都合甚宜し、◯其後瀬脇姉さま来り、勃平の悦をいふ、
其後豊住好来る、瀬脇姉と一所にとて、暫く話して皆共に去れり、◯佐 木愼思郎
より鰹魚節を祝ひ贈越せり、◯高木御富さん来賀、鮭の猟干を周にとて贈れり、◯
其後鄰のかミさん同しく祝して鰹魚節を贈り越せり、◯山内善三郎よりさ利ん一ツ
並ニ□□節を歳暮に贈れり、
十二月十九日『火』晴、早起、至湯殿洗顔、灌水、其後茶ノ間にて麵包一切、牛乳一
合、□庵等を食すす
〔衍〕
、其後表便所へ行く、小水不通、了其後上楼、暫くして舛子、
佐野へ行く、其時裏便所ニテ小水通利あり、本日お沙、勃平、夕方に来る、お沙は
豊住より直に宿に帰る、勃平晩餐後に来り、暫く話して帰る、お舛、きよ子と瀬脇
へ行くの件あり、本晩勃平の話に一月は二三日と休暇ニ付、大磯へ来るへしといふ、
◯本日亀井家より高橋由一の画之油絵の額を承く、□□□□□、
　『本日第五国
〔ママ〕
国停会を命せられ本月二十四日に至る、』
十二月二十日『水』本日朝灌腸、通利あり、其後湯殿に至り洗顔、灌水、其後茶之間
にて麵包一切レ、牛乳壱合を喫し、表便所へ行き、直ニ上楼、◯本日朝佐野君来り、
昨日の礼を述へ幷位階昇進之礼を述へ、且本日勃平夫婦里開之件を述へ帰る、猶宮
内省廻礼の話あり、上領氏里開きは、只勃平夫婦にて、只進物□
ホト受る
受る答なしと、本
日十一時四十八分の滊車にて帰磯之積なり、三時過大磯に届く、帰宅後雨降り出ス、
車中薩人と見ゆ小娘子を連れ此同車したり、○帰来れは紳六郎より両度之書状届き
在り、一ハ八月卅一日、一ハ九月三日認むとあり、所ハ新城府とあれハ皆ニユカス
トル出なり、
十二月廿一日『木』晴、昨日雨、其後快晴に赴き、夜中月明かなり、本日冬至、晴、
日光を拝したり、鋸山ノ向て右方一間許の所に破光開く、其後湯殿に至り洗顔、灌
水、其後復座、麵包一切、牛乳一合、其後電湿
3 3
一回、菊之を司ル、頭面脚位等同し、
其後裏便所へ行く、小水通利あり、◯本日北方霽明、東南も同し、海上風帆依然□
帆を、只横須賀対岸は霧深くして□かならす、故に江の嶋も見へさるなり、◯午餐
ハ岡の粟餅阿倍川にて三ツ、其後しこの酸焼に飯三杯、了て表便所に行き小水十分、
◯本日横須賀の浦賀湾なる入
イリヤマス
不斗の辺、砲声時 聞き　　　　　　　　　　□□
□◯晩餐ハ高木ノ雉肉を葱と一所に煮たるもの也、佳ならさるに非すして肉堅くし
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て食すに佳ならす、夜起□へし外□□□見る、月明かにして漁火能く見ゆ、
十二月廿二日『金』朝起、灌腸、通利あり、其後湯殿に至り洗顔、灌水、其後復座、
麵包一切、牛乳一合、其裏便所へ行く、小水通利あり、其後湿電一回、菊此を司る、
面項背脊脚等同し、本日植木屋、蒿を買ふ事ニて紛紜あり、為吉潮水を二度酌ミに
行く、◯本日も横須賀対岸霧深くして、江嶋等諸 鮮明ならす、◯本日も入
〔不　入〕
谷斗の
砲声時 聞ゆ、◯ざるや味噌漉ハ此辺買人無しと見、招仙閣の方へ持参したり、◯
午餐ハしこの酸焼、高木の鮭の浦塩製、味佳なり、前裏便所にて小水沢山出つ、◯
其□書類中に岡へ送りたる牘を見当らす、怪き事なり、◯夫より表便所に行き小水
沢山なり、爰に未た入浴潮水の湧くを報せす、正に時二時過きなり、此時上方より
滊車□□、◯三時正に入浴海水、夫より晩餐に就く、其後大光と子宝と□□乾かス
所の□□を収めて此を平くせり、晩餐ハ鯖の味噌煮、高木ノ浦塩□□□□□□□等
ナリ、
十二月廿三日『土』朝起、湯殿に至り洗顔、灌水、其後復座、麵包一切、牛乳一合、
其後裏便所へ行かさるに大便急降ル、蓋牛乳の勢と見ゆ、真に大便椅子に就きたれ
と真の下利にあらす、只少く下利したる耳、乃ち払拭して午餐に就く、了て表便所
にて小水沢山通ス、其前菊湿電を試む、乃ち下利前ナリ、然湿電の為に非らすして、
牛乳ノ為ナリ、午餐ハ鯖の焼きたるもの、高木の浦塩猟干及ひ鮭の子卵等ナリ、◯
晩餐ハ大根の飯、鮭の□□□抔ナリ、百足屋の□□等もあり、
十二月廿四日『日』本日は大南風、昨夜は近処にいか釣の漁火も見へたるに、本日暁
より大南風に変したり、朝起、例に依り灌腸、通利あり、其後湯殿に至り洗顔、灌
水、其後復座、麵包一切、牛乳壱合、其後表便所へ行く、其後湿電一廻、菊司るレ此、
◯本日ハ大南風にて烏帽子岩能見ゆ、其後醴酒三杯を呑む、百足屋昨日之贈物なり、
◯本日は朝小雨降りたれと、大南風の為に□
止ミたり
□出、大南風之為、横須賀沿岸も能く
見るに至れり、大南風之為メ海上白波起れり、◯午餐ハ高木の浦潮流猟乾と飯二椀、
堅餅の象煮もアリ等ナリ、其後表便所に小水に行き、就午睡、午睡後起て再表便所
に至れとも小水出さるを以□なり、入浴に赴きたり、入浴潮湯ハ、水を揚るハ、三
時過
半
ナリ、此時シクネルハまた国府津線に傾けりといふ、◯天気ハ大南風之為メ復
したりと見ゆ、然れとも海上の波浪の由に歇渡る、○晩餐ハ鱧ノ清□□□、白飯三
杯、高木ノ浦塩漬、飯後柿二
二
ツ
ツ
、牀敷一ナリ、愈 〳 〵再便所へ行き小水一過、了て
就寝、
十二月廿五日『月』本日も快晴、昨日の大南風ニ而一掃したりと見ゆ、早朝日出鋸山
の□□□□□一間許の処に日出放光、本日は北方正□東方横須賀海岸霧深くして彷
彿たるのミ、早起、湯殿に至り洗顔、灌水、復座、麵包一切、牛乳一合、其後裏便
所に行き小水通利ありたり、十時前餅舂き了て持来るを報ス、直ニ而餅を食ひ尽ス、
其後菊湿電を掛く、新薬能く利く、部位幷ニ個所ハ同し、此時午前十時ナリ、江ノ
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嶌の烏帽子岩能く見ゆ、◯其後尖餅を食ス、急腹になり、直に裏便所へ行く、通利
沢山なり、　　　○午餐ハ□の塩焼、ポツタテス等ナリ、白飯三椀、其後裏便所へ
行く、小水通利せり、午後和為貴ヲ論
〔語〕
下上と一々索したれとも本語を得す、後日に
譲らん、◯晩餐ハ国よしの鰻鯉飯ナリ、
十二月廿六日『火』晴、北風寒し、起、湯殿ニ至り洗顔、灌水、其後復座、麵包一切、
牛乳壱合、其後菊湿電を装して至る、裏便所へ至り、依而此扶く、始メ舛子、本日
灌腸ノ日なりと、菊後刻を期してを
〔ママ〕
行はんといふ、遂に裏便所、其後湿電を掛く、
個所幷ニ数も同し、◯植木屋嘉七より歳暮としてから□鮭壱本を到来ス、◯本日時
事新報来る、◯本日江ノ島の烏帽子岩能く見ゆ、前面崖之下鉄道修繕も見へて、其
声能く聞る、◯午餐ハ鯥魚の肉等ナリ、其後一睡中和為貴の字を索出して論
〔語〕
学而に
在り、其後瀧
〔灌〕
腸を行ひ通利あり、其午前百足屋歳暮の挨拶に来る、依而角の田地の
話をなす、坪一円位なれは可なりといふ、依舛子ハ買ふ気なり、百足屋、植木屋、
招仙閣、乳屋、並に鮭一本を歳暮の礼として贈り越ス、晩餐ハ浅利の指身、味噌煮、
牡蠣□□□□、皆味好し、
十二月廿七日『水』本日は朝より雪降、四方海面とも見へす、早朝湯殿に至り洗顔、
灌水、其後復座、麵包一切、牛乳壱合、其後表便所へ行く、安来りて此を扶く、初
舛子、後安ナリ、此時既に時計九時ナリ、九時より菊湿電を装し此を掛く、◯昨日
上の三嶌氏の夫人□□せんへいを贈□□□□□、今朝見れは氷掛け薩摩芋なり、金太
其水掛を□□して能く食ふ、舛子此を禁して多く与へす、◯午餐ハ赤鯛味噌煮、鮭
の卵の糠漬、阿部
〔倍〕
川餅三切等ナリ、◯晩飯ハ鮭の卵の糀漬、牛肉等ナリ、◯為吉、
姉の病気の　到り看病ス、◯初帰る、 △
十二月廿八日『木』朝起、例に依り湯殿に至り洗顔、灌水、其後復座、麵包一切、牛
乳壱合、其表便所へ行く、小水通利あり、本日ハ佐土原君の海鳴る事甚し、此時十
時前に至り止めたり、◯本日は北方東方南方西方とも陰雲多し、唯雨降らさる耳、
時正に十時にて国府津滊車来る、若松屋より砂糖歳暮として到来、其後裏便所へ行
く、小水通利あり、◯午餐ハ稲田ノ刺身、稲田煮付等ニテ、別に珍味無し、其後本
日入浴あるを以て灌腸に従事ス、水はかりにて実物通利なし、江ノ島ノ烏帽子岩一
寸見へたれと暫くして見へす、本日国府津滊車午後二時一分にて三渡通りたり、◯
其後海水入浴、揚て後午餐に従事ス、　　　◯晩飯鰺魚の□□□菜の漬物□□□□□、
十二月廿九日『金』朝天気未定なる処、其後九時後より愈好天気になれり、乾、海上
三間許、雪の部分ある、通越したればなり、洗顔、灌水、其後復座、麵包一切、牛
乳壱合、其後舛子東京に行く、第一滊車なり、昨夕豊住より、鴿、ひよ鳥、つくみ、
栗、ミル貝五個を贈り越ス、本日先鴿を料理ス、◯其後十時に国府津滊車亦東京降
ル少し遅れて東京滊車来たれり、◯本日江ノ島烏帽
〔子〕
岩能く見ゆ、其後表便所へ行く、
九時前菊湿電を装す、新薬能く利く、部位個所同し、◯本日大野直和より書状届く、
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ハ鴿ノ大根煮也、肉堅くして食ふ可らす、只根大
3 3
のミ、次に阿倍川餅ハ切小にして
食ふに堪へす、精 ハ大切なる可し、遂に腹充て止む、◯其後午睡一時間、三時鐘
を聞き起見れは四方全霧の深ふし為せり、
　『午前十一時半相応ノ地震あり、』
十二月三十日『土』好天気、朝起、先ツ湯殿に至り、舛子に先立て洗顔、灌水、其後
就座、朝日漸く昇るを見る、七時過ナリ、其後就座、麵包一切レ、乳牛
3 3
壱合、了て
舛子ハ国府津第二滊車へ乗らん　山を越へて行く、余ハ見送りに行きたる、　安を
帰るを待て表便所へ行く、其後滊車発、大船より豊住へ行くナリ、其後菊湿電を装
し此を掛く、部位個所同様、能く利く、此時時雄日記冊子を鎖る、◯本日ハ美日ニ
付前岡往来の人、又其後裏便所に行く、時雄助之、霧霽れて　江ノ島ノ烏帽子岩能
く見ゆ、◯本日午後の事業は寿丸、井関美徳へ出書を返答したり、舛子ハ未た帰ら
す、四時之滊車なるへし、猶永見と直和残ル、◯其後宮内来ル、林若吉、鎌倉或ル
宿屋に在、病気ナリと、本日□
〔招カ〕
仙閣に宿して、明日鎌倉を見舞ふ積なりと、晩五
六
時前之滊車にて舛子帰宅、其後宮内 五郎君を訪ふて、若吉氏へ新杵の菓子を贈り
たり、
十二月三十一日『日』大祓ナリ、天気晴、寒気甚し、早起、灌腸、通利あり、其後湯
殿に至り洗顔、灌水、其後就座、麵包一切、牛乳壱合、其後裏便
〔所〕
へ至り小水一回、
時雄扶く、◯本日は朝より江の島ノ烏帽子岩能く見ゆ、乃ち海上に屹立す、昨夜舛
子、豊住より帰宅之節、豊住より宇仁を贈り越したり、◯其後宮内 五郎、九時ノ
滊車にて大船より鎌倉へ行かんとして一寸立寄りたり、直に裏口より立去りたり、
山を越さすして彼ノ口より出てゝ去れり、果して間に合ひしや否、其後只今十時滊
車来れり、◯湿電時雄十時より装し此に掛く、十一時に至る止む、其後裏便所に至
る、小水通利アリ、◯午餐後直に入浴潮湯、揚浴の後大野直和へ答書を出ス、
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高
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